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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

本論文では、進化ゲーム理論のうち 2 人 2 戦略ゲームに焦点を当て、人間に依るジレンマ強度

の認識の成否、ネットワーク互恵の付加的強化機構、非対称ゲームの動力学と云う斯界における

ホットトピックに関する論考を示し、いくつかの新たな知見を報じている。進化ゲーム理論は社

会物理学の重要な道具立てであることを踏むならば、これらの新知見は人間-環境-社会システム

学に寄与するものと思料され、価値ある業績であると認める。よって、博士（工学）の学位に値

すると認める。 

 

 


